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はしがき

抗癌剤化学療法の適用、工夫により、癌、白血病、骨肉腫をはじめとする各

種悪性腫擦の治療成績は多大に改善されてきた。しかし、現在治療上の障壁と

なっているのは、これら化学療法に抵抗する薬剤耐性の問題である。薬剤耐性

に関連する生物学的事象を明らかにし、治療に役立てる為、本研究を開始した。

研究過程で、薬剤耐性関連候補遺伝子 5ヶを同定したが、その内の lつRB1CC1

(RB1-inducible Coiled-Coil1)は RB1(網膜芽細胞腫)癌抑制遺伝子と密接

に連関し、各種の癌の進展に関連することが明らかになった。研究の後半は

RB1CC1分子の機能解析、癌での変異解析を中心に研究をすすめた。
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